
●図書館（室）窓口へお知らせください
・住所・氏名・電話番号が変わったとき
・ 市外に転出の場合で市内に通勤・通学していないときは

図書館利用カードを返却してください。
　ご協力をよろしくお願いします。

ぼくらの七日間戦争

　僕がおすすめする本は「ぼく
らの七日間戦争」という本で
す。この本は、中学１年生たち
をモデルとした本です。この本
の内容は、ある日、１年２組の
男子全員が姿を消してしまいま
す。実は、主人公の菊池英治と
その親友、相原徹を中心とし、

子どもだけの「解放区」を廃工場につくり、大人や
警察とたたかおうとしたのです。そして、次々にワ
ナをつくり、校長先生を退治したり、保護者たちを
追いはらったりして大人とたたかう、というような
内容です。
　なぜ僕がこの本を選んだのかというと、１年２組
の生徒が、毎回おもしろいことをして、大人をおど
ろかせるからです。しかも、同じ中学一年生をモデ
ルとしているので、親近感が持てるからです。この
本を読むと、思わず「すごいなあ」と感心してしま
います。誰が読んでもおもしろいと思います。

住所や氏名が変わったときは
手続きが必要です！

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
寒さも和らぎ過ごしやすい気候
になりましたね♪
桜が咲いたら菊池公園にお花見
に行きたいな～　　　　ごぼう

耳より情報

泗水図書館
　谷崎潤一郎の恋文
　影踏み鬼
　愛の深まり
　九年前の祈り
　逆説の日本史 21
　負けてたまるか！
　少年探偵　全 26 巻
　はじまりのはな
中央公民館
　伝わっているか？
　女を観る歌舞伎
　パートナーにイラッとしたとき読む本
　夢巻
　遠野物語拾遺 retold
　なぜ？どうして？理科のふしぎ
　はじめはタマゴ
七城公民館図書室
　スープ
　東京ブラックアウト
　妖精のパン屋さん
　なんのじゅうたい ?
旭志公民館図書室
　白鶴ノ紅　居眠り磐音江戸双紙 48
　ぽっと心に明かりがともる 28 の物語
　くろくまくんのパンケーキ
　いろいろバス
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

桜のメッセージ絵本を展示します

　世界に１つしかない桜の形
をした絵本を展示します。
　ぜひ見に来てください。

期　間　３月15日㈰～４月15日㈬
ところ　市内図書館（室）
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（泗水中１年）

用意するもの
・図書館利用カード
・新しい住所や氏名が確認できるもの
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